
 

                       

       

５
月
５
日(

金)

午
後
２
時
42

分
、
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と

す
る
地
震
が
あ
り
、
珠
洲
市
で
震

度
６
強
の
揺
れ
を
観
測
し
た
。
ま

た
、
同
日
午
後
９
時
58
分
に
も
、

震
度
５
強
の
揺
れ
が
あ
っ
た
。
こ

の
後
も
余
震
が
頻
発
し
、「
危
険
」

と
判
断
さ
れ
た
家
屋
が
多
数
発
生
。 

  

                 

 

      

５
月
15
日(

月)

、
県
組
合
の
行

野
欣
也
理
事
長
、
大
積
亨
能
登
支

部
長
代
理
、
青
山
幸
雄
情
報
セ
ン

タ
ー
長
が
珠
洲
地
区
全
組
合
員
の

11
店
舗
を
視
察
し
た
。 

 

行
野
理
事
長
は
「
数
日
後
、
現

地
に
入
り
目
の
当
た
り
に
し
た
の

は
、
想
像
を
越
え
た
被
害
の
大
き 

                   

    

さ
。
こ
の
地
区
の
組
合
員
さ
ん
の

殆
ど
の
お
店
は
、
致
命
的
な
影
響

は
少
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
内
壁
は

ひ
び
割
れ
、
外
壁
に
は
亀
裂
が
走

る
。
近
く
に
は
倒
壊
し
た
家
が
ま

だ
砂
埃
の
臭
い
を
散
ら
し
て
い
た
。

と
り
わ
け
、
組
合
員
さ
ん
宅
の
車

庫
が
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
潰
れ
、
そ
の

下
に
車
が
２
台
潰
れ
て
い
た
の
は

こ
の
地
震
の
怖
さ
を
象
徴
し
衝
撃

的
だ
っ
た
。
言
葉
を
失
う
。
い
つ 

                   

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
は
自

然
の
摂
理
。
私
達
人
間
に
は
防
ぎ

よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
災
害
が

起
こ
っ
た
後
、
私
達
が
ど
う
行
動

す
る
か
は
自
分
で
選
べ
る
。「
こ
の

前
車
検
や
税
金
を
納
め
た
ば
か
り

な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
よ
り
、
こ
れ

か
ら
こ
こ
は
、
こ
の
町
は
ど
う
な

る
ん
や
ろ
う…

？
」
潰
れ
た
車
庫

の
前
で
、
組
合
員
さ
ん
が
つ
ぶ
や

い
た
の
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
そ

の
顔
に
困
惑
と
不
安
と
疲
弊
、
そ

れ
に
気
丈
が
入
り
混
じ
っ
て
見
え

た
。
震
災
は
心
災
で
も
あ
る
。
皆

さ
ん
の
お
力
を
！
」と
報
告
し
た
。 
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能
登
地
方
で
震
度
６
強
の
地
震 

珠
洲
地
区
組
合
店
舗
を
視
察 

 



理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（2） 

 

令
和
５
年
度 

事
業
計
画(

案)

、
予
算(

案)

を
承
認 

                                  

                                  

       

県
理
容
組
合
の
第
65
回
通
常

総
代
会
は
５
月
29
日(

月)

、
県
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
ち
、
80
歳
の
現
役

理
容
師
で
あ
る
永
年
就
労
者
35

名(

感
謝
状
授
与)

と
、
退
職
県
組

合
講
師
１
名
が
表
彰
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
行
野
欣
也
理
事
長
が

「
組
合
が
提
案
す
る
営
業
支
援
を

店
舗
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。

組
合
員
減
少
の
中
で
の
組
織
の
在

り
方
に
つ
い
て
取
り
組
み
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。 

総
代
会
は
、
議
長
に
杉
村
武
志

氏(
能
登)

、
副
議
長
に
福
田
明
氏

(

加
賀)
を
選
出
し
て
議
案
審
議
に

入
っ
た
。 

議
案
①
令
和
４
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
②
令
和
４
年
度
収
支
決

算
報
告
承
認
の
件
③
令
和
５
年
度

事
業
計
画(

案)

承
認
の
件
④
令
和

５
年
度
収
支
予
算(

案)

承
認
の
件

⑤
令
和
５
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
承
認
の
件
⑥
振
興
計
画
の
変
更

認
定
申
請
に
関
す
る
承
認
の
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
原 

          

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

総
代
か
ら
は
「
み
ん
な
が
集
う

場
を
大
切
に
し
よ
う
」「
理
容
師
共

済
会
自
然
脱
退
者
の
再
加
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
復
活
を
期
待
す
る
」

「
退
会
す
る
場
合
の
組
合
費
納
入

に
つ
い
て
、
機
関
紙
に
て
組
合
員

に
詳
細
な
説
明
を
要
望
す
る
」
な

ど
と
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

会
場
の
入
口
で
は
、
能
登
支
部

珠
洲
地
区
組
合
店
舗
の
地
震
に
よ

る
被
害
の
様
子
が
写
真
で
紹
介
さ

れ
、
設
置
し
た
募
金
箱
に
総
代
が

善
意
の
支
援
を
し
て
い
た
。
な
お
、

県
組
合
役
員
か
ら
も
お
見
舞
金
が

集
め
ら
れ
て
い
る
。 

閉
会
後
、
県
理
容
政
治
連
盟
通

常
総
会
が
開
か
れ
た
。 

▼
総
代
会
出
席
者 

・
総
代
定
数  

  

100
名 

・
出
席 

 
 
 
 

86
名 

内
、
委
任
状 

17
名 

・
欠
席 

 
 
 
 

14
名 

・
欠
員 

 
 

   

０
名 

                                  

第
65
回 

通
常
総
代
会 

 

生活衛生関係営業経営支援緊急対策事業 

 生衛組合による支援ニーズ発掘事業の実施について 
・(公財)全国生活衛生営業指導センター主導の専門家による支援の活用促進を目的とした事業です。 

(５月と９月の計２回実施)   

・「支援ニーズ発掘のための巡回指導 報告書」にご記入いただき、 巡回される係の方へお渡し下さい。 

様々な情報を組合員の皆様にお届けするとともに、 新しい生活への一歩として、調査取組みへのご

協力をお願いします｡ 



（3）令和 5年 6月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

    

▽
永
年
就
労
者(
感
謝
状
授
与) 

嶋
田 

京
子 

(
金
沢
１
中) 

村
田 

克
子 

( 
 

〃  
) 

川
合
美
佐
保 

(

金
沢
１
西) 

若
林 

 

勇 
( 

 

〃  
) 

島
田 

  

廣 
(

金
沢
２
部) 

堀
江 

邦
子 

( 
 

〃  
) 

西
田 

副
武 

(

金
沢
３
部) 

織
田 

秀
一 

(

金
沢
５
部) 

                     

坂
部 

和
子 

(

金
沢
５
部) 

棚
橋 

澄
子 

( 
 

〃 
 
) 

金
田 

雄
三 

(

金
沢
６
部) 

瀧
本 

克
広 

( 
 

〃 
 
) 

新
田 

 

博 
( 

 

〃 
 
) 

山
内 

正
博 

( 
 

〃 
 
) 

石
黒 

 

暁 
(

金
沢
７
部) 

葛
巻 

延
子 

( 
 

〃 
 
) 

平
本 

貞
子 

( 
 

〃 
 
) 

表 
 

一
枝 

(

加
賀
加
賀) 

川
上 

正
孝 

( 
 

〃 
 
) 

喜
多
美
知
枝 

( 
 

〃 
 
) 

道
場 

康
史 

( 
 

〃 
 
) 

                     

橘 

あ
き
子 

(

加
賀
小
松) 

西
本 

剛
司 

( 
 

〃  
) 

東 
 
 

昇 
( 

 

〃  
) 

北
村 

茂
明 

(

加
賀
石
川) 

宮
下
香
代
子 

( 
 

〃   )
 

倉
知 

早
苗 

(

能
登
河
北) 

千
田
冨
士
子 

(

能
登
羽
咋) 

瀬
嵐
つ
る
子 

(

能
登
七
鹿) 

高 
 

久
男 
(

能
登
輪
島) 

木
原 

勝
夫 

(

能
登
能
都) 

木
村 

文
夫 

( 
 

〃  
) 

彦
田 

秀
治 

( 
 

〃  
) 

奥
成 

正
気 

(

能
登
珠
州) 

奥
成 

悦
子 

( 
 

〃  
) 

 

以
上
35
名 

▽
退
職
県
組
合
講
師 

川
上 

芳
弘 

(

加
賀
加
賀) 

以
上
１
名 

                

                                  

                                  

表 
 

彰 
み
ん
な
が
集
う
場
を
大
切
に
し
よ
う 

管理理容師資格認定講習会 

■講習日  10月２日（月）、10月３日（火）、 

10月 10日（火）の３日間 

■講習会場 石川県地場産業振興センター 

■受講資格 受講資格基準日（令和５年８月 14

日）までに、日本国内において理容師免許の登録

日から３年以上理容の業務に従事した者。 

■応募方法 ７月 10日（月）～７月 18日（火）

の間にエントリー用紙を郵送またはＷＥＢよりエ

ントリーを完了して下さい。 

(県組合ホームページからどうぞ) 

■応募およびお問合せ先 

（公財）理容師美容師試験研修センター 

業務部講習担当 

〒135-8507 東京都江東区有明 3-7-26 

有明フロンティアビルＢ棟 9Ｆ 

（電話）03-5579-0911 



理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（4） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  新型コロナウイルス感染症の 5類指定への変更に伴う 

感染防止対策取組店証「ＯＫマーク」の取扱いについて 

①令和５年５月７日以前の業種別ガイドラインに基づく感染防止対策を継続実施して営業する店舗・施設

の場合は、「ＯＫマーク」を引き続き掲示することは可能。 

②次のいずれかに該当する店舗・施設は、速やかに「ＯＫマーク」の掲示を取りやめること。 

・令和５年５月７日以前の業種別ガイドラインに記載された感染防止対策の要件を満たさない店舗・施設 

・令和５年５月８日以降は、基本的な感染防止対策に留意しながら、独自の取り組みを行う店舗・施設 

（公財）全国生活衛生営業指導センター 



（5）令和 5年 6月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

理
容
師
共
済
会
総
会 

各
支
部
で
開
催 

 

支
部
理
容
師
共
済
会
の
総
会
が
、

金
沢
支
部
は
４
月
21
日(

金)

、
加

賀
支
部
は
４
月
24
日(

月)

、
能
登

支
部
は
５
月
８
日(

月)

に
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
、
会
員
が
出
席
し
た
。 

規
約
・
規
約
施
行
細
則
一
部
改

正(

案)

で
は
、
自
然
脱
退
の
廃
止

や
入
院
給
付
金
の
統
一
な
ど
、
会

員
に
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。 

 

共
済
会
は
積
極
的
に
加
入
促
進

に
努
め
、会
員
数
の
拡
大
を
図
る
。 

 

今
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り 

■
能
登
支
部 

 

会
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

 

会
計
責
任
者 

夏
嶋 

正
博 

■
金
沢
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
中 

栄
一 

 

会
計
責
任
者 

松
原 

義
則 

■
加
賀
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

 

会
計
責
任
者 

太
田 

健
二 

       

使用済みカラーチューブを回収しています 



理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（6） 

       

▽
理
事
長 

行
野 
欣
也(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
経
理
部
長
、
全
国

評
議
員
、
東
海
北
陸
評
議
員 

 

近
藤 

秀
司(

能
登) 

▽
副
理
事
長
、
組
織
部
長
、
指
導

セ
ン
タ
ー
評
議
員 

田
島 

徳
久(

加
賀) 

▽
副
理
事
長
、
教
育
部
長
、
生
衛

連
合
会
理
事 

 
 

田
中 

栄
一(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
総
務
部
長 

沓  
 

智
之(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
企
画
室
長 

橘 
 

英
行(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
事
業
担
当 

大
積 

 

亨(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

青
山 

幸
雄(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

夏
嶋 

正
博(

能
登) 

▽
理
事
、
女
性
部
担
当(

組
織
部) 

下
﨑 

 

薫(

加
賀) 

▽
理
事
、
組
織
担
当
、
企
画
室
担

当 
 
 

番
定 

伸
夫(

金
沢)

 

▽
理
事
、
教
育
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

林 

政
勝(

加
賀) 

▽
理
事
、
組
織
担
当
、
企
画
室
担

当 
 
 

川
尻 

真
澄(

金
沢)

 

 

 
 
 

 

   

▽
監
事 

 

塚
本 

 

薫(

金
沢) 

▽
監
事 

 

葛
野 

英
之(

加
賀) 

▽
監
事 

 

松
村 

季
之(

能
登) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子 

▽
顧
問 

 

長
田 

 

實(

金
沢) 

▽
相
談
役 

絈
野 

邦
雄(

能
登) 

▽
相
談
役 

前
田 

英
明(

金
沢) 

▽
相
談
役 
田
畑 

 

豪(

加
賀)

 

                    

      

金
沢
支
部 

▽
支
部
長 
 
 
 

田
中 

栄
一 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

 
 
 

塚
本 

 

薫 

▽
副
支
部
長
、
企
画
部
長
、
情
報

セ
ン
タ
ー
長 

 

青
山 

幸
雄 

▽
副
支
部
長
、
共
済
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
原 

義
則 

▽
総
務
部
長
、
庶
務
部
長 

番
定 

伸
夫 

▽
教
育
部
長 

 

小
伏
脇
奈
都
子 

▽
組
織
部
長 

 
 

奥 
 

啓
太 

▽
事
業
担
当
部
長 

南
保 

克
実 

▽
副
企
画
部
長
、
副
情
報
セ
ン
タ

ー
長 

 
 
 
 

澤
村 

篤
史 

▽
青
年
部
長
、
女
性
部
長 

西
村 

泰
紀 

▽
監
査 

 
 
 
 

小
西 

 

裕 

▽
監
査 

 
 
 
 

上
仙 

実
樹 

▽
地
区
部
長 

 

１
部
東 

 
 
 

丹
羽 
陽
一 

 

１
部
中 

 
 
 

北
川 
和
幸 

 

１
部
西 

 
 
 

石
﨑 

幸
一 

 

３
部 

 
 
 
 

福
田 

陽
久 

 

４
部 

 
 
 
 

上
田 

徳
次 

 

５
部 

 
 
 
 

山
崎 

 

剛 

        

６
部 

 
 
 
 

行
野 

孝
優 

 

７
部 

 
 
 
 

小
塚 

良
彦 

 

能
登
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

▽
副
支
部
長 

 
 

岩
崎 

栄
照 

▽
副
支
部
長
、
教
育
部
長 

 
 

大
積 

 

亨 

▽
総
務
部
長
、
事
業
担
当
部
長 

 
 
 

松
村 

季
之 

▽
経
理
部
長 

 
 

髭
本 

 

修 

▽
企
画
部
長 

 
 

佐
渡 

和
夫 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

松
原 

 

勝 

▽
青
年
部
長 

 
 

高
宮 

 

諭 

▽
監
査 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

▽
監
査 

 
 
 
 

木
地 

 

司 

▽
地
区
部
長 

 

河
北 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 
七
鹿 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

 
輪
島 

 
 
 
 

松
村 

季
之 

 

珠
洲 

 
 
 
 

佐
渡 

和
夫 

      

加
賀
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

吉
田 

秀
明 

▽
副
支
部
長
、
総
務
部
長 

橘 
 

英
行 

▽
教
育
部
長 

 
 

林 
 

政
勝 

▽
企
画
部
長 

 
 

旭 
 

朱
美 

▽
組
織
部
長 

 
 

山
本
登
志
幸 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓 
 

智
之 

▽
事
業
推
進
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
女
性
部
長 

 
 

下
﨑 

 

薫 

▽
監
査 

 
 
 
 

勘
田 

康
友 

▽
監
査 

 
 
 
 

川
上 

芳
弘 

▽
地
区
部
長 

 

加
賀 

 
 
 
 

中
出 

尚
人 

 

小
松 

 
 
 
 

廣
田 

 

明 

 

能
美 

 
 
 
 

宮
本 

義
勝 

 

石
川 

 
 
 
 

梨
井 

信
澄 

      

令
和
５
年
度  

県
組
合
役
員 

令
和
５
年
度  

支
部
役
員 
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理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（8） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  

何
度
行
っ
て
も
飽
き
な
い
の
が 

京
都
の
魅
力
で
あ
る
。
観
光
地
周 

辺
の
町
歩
き
も
楽
し
い
、
「
金
閣 

寺
小
学
校
」
の
存
在
を
知
っ
た
の 

も
歩
け
ば
こ
そ
の
こ
と
。 

 

あ
る
時
、
嵐
山
周
辺
を
散
策
し 

て
い
た
ら
思
い
が
け
ず
御
髪
神
社 

の
前
に
出
た
。
近
辺
に
あ
る
事
は 

知
っ
て
い
た
が
正
確
な
場
所
は
知 

ら
な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
得 

を
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

 

神
社
と
言
っ
て
も
小
さ
な
神
殿 

と
社
務
所
が
あ
る
だ
け
で
ひ
っ
そ 

り
と
し
て
い
た
。
透
明
の
袋
に
小 

さ
な
櫛
と
鋏
が
入
っ
て
い
る
お
守 

り
「
福
神
守
」
は
珍
品
で
あ
る
。 

 

歴
史
は
浅
く
、
六
十
年
ほ
ど
前 

に
美
容
専
門
学
校
教
員
の
児
玉
林 

三
郎
氏
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。 

 

境
内
に
は
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン 

岡
村
さ
ん
が
奉
納
し
た
玉
垣
が
あ 

る
事
を
後
に
知
っ
た
。
再
び
行
く 

機
会
が
あ
れ
ば
探
し
て
み
た
い
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

神
前
に
毛
生
薬
を
そ
っ
と
置
き 

理容女子の ひとりごと 

金沢支部 

 

柏 安子 

 

10 年ほど前にお客様と一緒に

楽しめる何かがあればとパステ

ルアートを始めました。 

最初の頃は本業とは違う事を

取り込む事をどう思われるか？

と感じる事はありましたが、楽し

くてずっと続いています。 

現在は理容とパステルアート

の両方をやっていて本当に良か

ったと思っていますし、誰にどう

思われるか？という事より、自分

のお客様が楽しんでいる様子を

見る事ができ、勇気を出して踏み

出して良かったと思っています。 

自分が楽しいと思える事を見

つけて、【続けてみる】って大切

ですね！ 



（9）令和 5年 6月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                   

               

                                  

金 

沢 

支
部
長 

田
中 

栄
一 

☎
０
７
６(

２
４
５)

５
５
８
９ 

適正化規程廃止以降、料金の取決め等が行われずに現在に至り、 

今回、理容料金の適正価格の算出と高料金化への環境づくりの一環として、

組合員の料金改正への取組等をアンケートによる調査を行いました。 

全回答数は、１９１件でした。 

値上げを行った結果、お客様の反応は？ 

 

「概ね理解頂けている」と「特別な反応は

ない」で８７％でした。 

 

ここ一年間で料金の値上げは行いましたか？ 

 

全回答数の６３％が検討中を含め、

料金の値上げをしました。 

改定後、現在の料金 

ここ一年間で値上げしたと回答した、 

６４店舗の現在の料金は、３，８００円～５，５５０円で、 

平均料金は、４，３３０円でした。 

組合員店舗間でも料金に１，７５０円の開きがあることがわか

りました。 

因みに、リクルートによる全国男性７，０００名の調査によると

一回あたりの理容室に使う平均利用金額は、 

４，５５３円で、現調査に近い金額でもあります。 

 

4.000 円～4.500 円 

   

   66％ 

理容料金等に関するアンケート結果報告 



理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（10） 

 

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
     

支
部
役
員
会 

第
１
回
能
登
支
部
役
員
会
は
４

月
２４
日
（
月
）
１８
時
か
ら
、
羽

咋
公
民
館
に
て
開
か
れ
た
。
出
席

者
は
１０
名
。 

最
初
に
大
積
亨
副
支
部
長
か
ら

近
藤
秀
司
支
部
長
が
体
調
を
崩
さ

れ
た
と
報
告
が
あ
り
、
規
約
に
則

り
、
今
後
は
大
積
氏
が
支
部
長
代

理
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

そ
の
後
、
大
積
氏
の
進
行
で
令

和
４
年
度
事
業
報
告
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画(

案)

に
つ
い
て
話
し

あ
っ
た
。 

 

             

     

総 

代 

会 

第
２１
回
能
登
支
部
総
代
会
は

５
月
８
日
（
月
）
１０
時
か
ら
、

ワ
ー
ク
パ
ル
七
尾
に
お
い
て
２１

名
の
総
代
（
定
数
２９
名
）
と
役
員

９
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。 

            

冒
頭
の
挨
拶
で
は
、
大
積
亨
支

部
長
代
理
が
「
近
藤
秀
司
支
部
長

が
体
調
を
崩
さ
れ
、
規
約
に
則
り
、

私
が
支
部
長
代
理
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
後
、

議
長
に
杉
村
武
志
氏
（
河
北
地
区
）

を
選
出
し
て
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
５

年
度
事
業
計
画(

案)

・
予
算(

案)

が
上
程
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

            【
質
疑
応
答
】 

『
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
？
』 

「
今
の
と
こ
ろ
私
達
に
は
関
係

な
い
感
じ
で
す
。
消
費
税
を
納
め

て
い
る
店
舗
は
別
で
す
が
、
そ
う

で
な
い
な
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い

て
は
考
え
な
く
て
い
い
で
す
よ
」 

【
そ
の
他
】 

支
部
費
に
事
業
費
２
０
０
円
を

上
乗
せ
し
た
い
と
し
て
「
２
０
０

３
年
度
の
組
合
員
は
３
９
５
件
、

２
０
１
３
年
に
は
２
６
０
件
、
そ

し
て
２
０
２
３
年
は
１
５
５
件
、

こ
の
２
０
年
で
２
４
０
件
の
組
合

員
が
減
少
し
ま
し
た
。
３
支
部
に

な
っ
た
初
年
は
支
部
費
６
０
０
円

で
し
た
が
思
っ
た
よ
り
予
算
が
余

っ
た
た
め
に
４
０
０
円
に
減
額
し

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
組
合

員
減
少
に
伴
う
経
費
の
削
減
と
し

て
、い
ろ
い
ろ
な
事
業
費
を
削
り
、

役
員
の
交
通
費（
日
当
）を
削
り
、

役
員
の
退
職
手
当
を
削
る
な
ど
考

え
う
る
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
も
う
経
費
削
減
が
ど
う
こ
う

言
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
こ
で
支
部
費
４
０
０

円
と
は
別
に
事
業
費
と
し
て
２
０

０
円
上
乗
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

災
害
で
の
お
見
舞
い
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
の
消
毒
液
や
マ
ス
ク
、
新

し
い
試
み
へ
の
支
出
な
ど
組
合
員

の
為
に
使
え
る
予
算
を
作
り
た
い

で
す
」
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
総

代
か
ら
了
承
を
い
た
だ
き
、
令
和

５
年
６
月
か
ら
支
部
費
４
０
０
円

＋
事
業
費
２
０
０
円
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
青
山
幸
雄
県
組
合
情
報

セ
ン
タ
ー
長
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
を
使
っ
た
各
地
区
の
グ
ル
ー
プ

作
成
と
し
て
「
今
ま
で
組
合
員
へ

の
情
報
提
供
は
メ
ー
ル
便
や
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
併

用
し
、
も
っ
と
早
く
情
報
の
提
供

や
、
最
近
発
生
し
た
災
害
（
大
規

模
断
水
や
珠
洲
地
震
）
に
お
け
る

被
害
の
状
況
確
認
な
ど
相
互
連
絡

が
可
能
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
い

る
人
は
登
録
を
、
ま
た
ス
マ
ホ
は

持
っ
て
い
る
け
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
て
い
な
い
人
に
は
ア
プ
リ
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
登
録
を
、

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
は

登
録
さ
れ
た
方
が
情
報
の
提
供
を

し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
た
。 

 

総
代
会
終
了
後
、
第
１７
回
能
登

支
部
理
容
師
共
済
会
総
会
が
開
催

さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。 
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第
17
回
加
賀
支
部
通
常
総
会

が
４
月
24
日(

月)

、
能
美
市
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
29
人
が

出
席
し
た
。(

組
合
員
総
数
173
、

委
任
状
提
出
数
117) 

始
め
に
、
田
島
徳
久
支
部
長
が

挨
拶
し
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画

の
基
本
方
針
で
は
「
こ
れ
ま
で
同

様
に
全
理
連
及
び
石
川
県
組
合
の

事
業
に
は
組
合
員
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
仲
介
役
と

し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
支
部
独
自
の
事
業
に
お
い

て
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
ご

要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
全
員
参

加
型
の
組
織
作
り
、 

事
業
開
催
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

と
発
表
し
た
。 

総
会
は
、
議
長
に
廣
田
明
氏（
小

松
）、
副
議
長
に
宮
本
義
勝
氏
（
能

美
）
を
選
出
し
て
各
議
案
が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。 

役
員
数
の
削
減
と
地
区
活
動
支

援
の
助
成
金
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

た
支
部
組
織
改
革(

案)

で
は
、
今

年
度
中
に
総
代
会
を
開
催
し
て
決

議
す
る
こ
と
を
決
め
た
。 

出
席
者
か
ら
は
、
地
区
組
合
員

数
や
女
性
部
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
た
。 

▼
各
地
区
の
総
会
出
席
者
数 

加
賀
５
、
小
松
10
、
能
美
６
、

石
川
８ 

理
容
師
共
済
会
総
会 

総
会
終
了
後
、
加
賀
支
部
理
容

師
共
済
会
（
田
島
徳
久
会
長
）
の

総
会
が
開
か
れ
、
太
田
健
二
会
計

責
任
者
（
共
済
部
長
）
が
詳
細
に

説
明
し
、全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。 

    

■
５
月
18
日(

木) 

小
松
弁
慶
ス
タ
ジ
ア
ム
会
議
室 

「
報
告
・
協
議
事
項
」 

県
組
合
ウ
イ
ッ
グ
供
養
、
理
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
、
県
組
合
グ 

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
支
援
ニ 

                 

ー
ズ
発
掘
事
業
、
県
組
合
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
、
夏
の
ス
カ
ッ
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
支
部
組
織
改
革
、

支
部
講
習
会
、
購
買 

                              

加 
 

賀 

支
部
長 

田
島 

徳
久 

☎
０
７
６
１(

７
４)

３
８
１
９ 

通常総会 「支部組織改革」を審議 
 

役 

員 

会 

令和５年度 加賀支部 地区役員 

役職    地区 加賀 小松 能美 石川 

地区部長 中出尚人 廣田  明 宮本義勝 梨井信澄 

総務委員 川上芳弘 叶井隆治 宮本義勝 安達拓史 

組織委員 中出尚人 中村秀樹 宮本義勝 梨井信澄 

企画委員 中出尚人 和歌山直之 宮本義勝 梨井信澄 

情報センター委員 中出尚人 河原  渉 和田隆志 安達拓史 

経理委員 川上芳弘 叶井隆治 和多篤志 熊田一義 

教育委員 角谷征彦 和歌山直之 鳥本典宏 林  政勝 

共済委員 高崎弘行 中村秀樹 田村忠之 高室幸正 

事業推進委員 荻田喜充 河原  渉 戸田政充 梨井信澄 

女性委員   太田貴世美 関野真須美 

 



理容いしかわ               令和 5 年 6 月 10 日（12） 

 

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

機
関
紙
「
理
容
い
し
か
わ
」
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ
リ
ン
ク
！ 

                                  

                                  

編 

集 

閑 

談 

▼
ス
マ
ホ
に
知
ら
な
い
番
号
か
ら

着
信
が
あ
っ
た
。
無
視
し
た
ら
自

宅
の
電
話
が
鳴
っ
た
。
出
る
と
楽

天
カ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

だ
っ
た
。
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
の

疑
い
が
あ
る
と…

ま
た
か
！
怪
し

い
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
し
て

い
な
い
し
、
Ｉ
Ｄ
も
パ
ス
ワ
ー
ド

も
変
え
て
あ
っ
た
の
に…

楽
天
カ

ー
ド
自
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が

あ
ま
い
の
か
な
？  

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

           
 
 
 
 
 
 
 

（
青
山
幸
雄
） 

▼
総
代
会
の
日
は
朝
か
ら
強
い
雨

だ
っ
た
。
い
つ
も
は
初
夏
を
感
じ

る
暑
い
日
が
多
か
っ
た
の
で
と
て

も
珍
し
い
。
極
端
な
気
温
の
連
続

で
、
身
体
の
調
子
を
お
か
し
く
し

た
新
年
度
ス
タ
ー
ト
。
新
し
い
希

望
を
持
っ
て
、
仕
事
も
生
活
も
大

切
に
し
よ
う
。 

 
 
(

沓
智
之
） 

                                  

                                 

Ｓ
マ
ー
ク
は
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド 

 


